
令和７年４月作成

資料等の編纂順序について

競争参加資格確認資料の提出にあたっては、別添「編纂順序（例）」に従い、始めに「別記

様式」のみを様式番号順で１つのファイル、次に「証明する書類」で１つのファイルとし、そ

れぞれ別ファイルにして提出してください。

紙で提出する場合は、始めに「別記様式」のみを様式番号順に編纂し、その後ろに「証明す

る書類」を編纂してください。

なお、下記「編纂順序（例）」の各資料については、あくまでも参考例であり、競争参加資

格確認資料の提出にあたっては、入札説明書、留意事項等に従い関係資料を提出してください。

令和７年４月以降の入札公告



室蘭開発建設部契約課

編纂順序（例）

① 競争参加資格確認資料表紙（P.1）

② 同種工事の施工実績（別記様式２）（P.2）

③ 監理（主任）技術者の資格・同種工事実績（別記様式３）（P.3）

④ 監理（主任）技術者等の工事成績（別記様式３－３）（P.4）

⑤ 施工上の特定の課題等に関する工夫等（別記様式６）

【技術提案評価型の場合】（P.5）

⑥-1 当該工事での留意事項等（別記様式７）【施工能力評価型Ⅰ型の場合】（P.6）

⑥-2 工程表及び当該工事での留意事項（別記様式７－１）

【施工能力評価型Ⅰ型の場合】（P.7）

⑥-3 当該工事での留意事項等（別記様式７－２）

【施工能力評価型Ⅰ型（施工計画重視型）の場合】（P.8）

⑦ 近隣地域内工事の施工実績（別記様式１０）（P.9）

⑧ 地域貢献活動の実績（別記様式１１）（P.10）

⑨ 従業員への賃金引上げ計画の表明書（別紙１の１【大企業用】、別紙１の２【中小

企業用】）（P.10-2）

※事前受付による提出の場合は⑧⑨に替えて事前受付確認票の写しを添付してください。

⑩ ②を証明する書類（P.11～20）

・ＣＯＲＩＮＳ等の写し、工事成績評定通知書の写し（国土交通省発注の工事の場合）

※上記書類で確認できない場合は、設計書、平面図、配置図、特記仕様書等確認できる書類が必要。

⑪ ③を証明する書類（P.21～22）

・ＣＯＲＩＮＳ等の写し、工事成績評定通知書の写し（国土交通省発注の工事の場合）

※上記書類で確認できない場合は、設計書、平面図、配置図、特記仕様書等確認できる書類が必要。

なお、本事例は②と同一工事のため、上記書類は不要です。

・１級技術検定合格証明書

・監理技術者資格者証（表・裏面）

・監理技術者講習修了証（表面）

※他工事の従事状況がある場合は、ＣＯＲＩＮＳ等の写しが必要。

証明 ⑫ ＣＰＤＳ学習履歴証明書、学習履歴明細書（P.23～24）

書類 ⑬ ⑦を証明する書類（P.25～26）

・ＣＯＲＩＮＳの写し（必要部分のみ）、工事成績評定通知書の写し

（国土交通省発注の工事の場合）

⑭ ⑧を証明する書類（P.27～29）

・地方公共団体との協定書等の写し等 ※本例では省略する

・要請書、表彰・感謝状等

⑮ ⑨のうち中小企業等の場合は、直近の事業年度の「法人税申告書別表１」を添付

する。（P.30）

※ 経営事項審査通知書の写しは提出不要

注：上記は編纂順序の参考例であり、提出書類については入札説明書、留意事項等を

熟読の上、関係資料を提出してください。



（競争参加資格確認資料表紙例：電子入札システムによる場合）

令和○○年○○月○○日

支出負担行為担当官

北海道開発局室蘭開発建設部長 ○○ ○○ 殿

住 所 〒000-0000

北海道○○市○○町○－○－○

商号又は名称 ○○建設株式会社

代表者氏名 代表取締役社長 ○○ ○○

担当者氏名 ○○ ○○

連 絡 先 〒000-0000

北海道○○市○○町○－○－○

○○建設株式会社○○支店○○部○○課

Tel 0000-00-0000（内線0000）

Mail ○○○○○○＠○○．○○．○○

一般国道○○号 ○○市 ○○橋下部工事

競 争 参 加 資 格 確 認 資 料

上記工事に係る競争参加資格確認資料について、下記のとおり提出します。

記

（令和○○年○○月○○日発送）

資料の提出方法

提出資料名

電子入札

システム

郵送or

持参

備 考

※記載例

同種工事の施工実績（別記様式２） ○

監理(主任)技術者等の資格・工事経験・工事成績（別記様式３，３

－１、２、３）

○

地域貢献活動の実績（別記様式１１） ○

ＣＰＤ単位の取得状況を確認できる書面 ○

事前受付確認票の写し ○

※ 本書は、電子入札システムにより競争参加資格確認資料を提出する場合に作成すること。

※ 記載に当たっては、すべての提出資料名及びその提出方法を記入すること。

※ 代表者印等の押印は要しない。

※ 資料提出時には、資料作成責任者名を忘れずに記載すること。

※ 資料を電子入札システム以外の方法で提出する場合は、全てＡ４判片面とする。代表者印の押印

を省略する場合には、当該文書の真正性を担保するため、「本件責任者及び担当者」の氏名及び

連絡先を明記すること。

※ メールアドレスについても記載すること。

編纂順序（例） ①

Ｐ１



（別記様式２） （用紙Ａ４）

同種工事の施工実績

共同企業体名：

会社名： ○○○○（株）

競争参加資格

（例）

・より同種性の高い工事：高規格幹線道路、一般国道又は道道における車線

減少又は片側交互通行規制を伴うアスファルト系舗装工事

・同種性が認められる工事：高規格幹線道路、一般国道又は道道におけるア

スファルト系舗装工事

同 種 性 区 分 より同種性の高い工事 ・ 同種性が認められる工事

工

事

名

称

等

工 事 名 称 ○○○○○○○○○工事

（ CORINS登録番号： ）

発 注 機 関 名

例１）国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部

例２）北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部

施 工 場 所

例１）北海道○○郡○○町

例２）北海道○○市外

契 約 金 額 ○○○,○○○,○○○円

工 期 平成○○年○○月○○日 ～平成○○年○○月○○日

受 注 形 態

（選択）
単体 ・ ＪＶ（出資比率３０％）

工

事

内

容

構造形式、規模・

寸法、使用機材、

数量、施工方法等

※ 同種工事の施工実績が証明できる事項を記載すること。

なお、記載にあたっては、証明書類として提出されるＣＯＲＩＮＳ又は

最終契約の設計書等（設計書、平面図、配置図、特記仕様書等）の写し

で確認できる事項とする。

・申請内容を証明する資料の省略（省略する資料を最初に添付した工事を記載すること）

同一
申請
資料

公告日 工事名 省略する項目と資料
R5.○○.○○ 一般国道○○号○○市○○○○○○工事 ・同種条件の実績

（CORINS・工事成
績通知表の写し）

編纂順序（例） ②

Ｐ２



（別記様式３） （用紙Ａ４）

監理（主任）技術者の資格・同種工事実績

共同企業体名：

会社名：

配置予定技術者の

従事役職・氏名

（フリガナ）

○○技術者 ○○ ○○ ※○○には監理技術者（専任特例２号）・監理・主任を記入

法令による資格・免許 １級土木施工管理技士（取得年、合格証明書番号）

監理技術者資格（最新交付年、交付番号及び所属建設業者）

監理技術者講習（修了年、修了証番号）

※（その他求める資格があれば記載する。）

CPD単位の取得状況 （証明団体名） ○○ユニット／○年

同 種 性 区 分（選択） より同種性の高い工事 ・ 同種性が認められる工事

工

事

名

称

等

工 事 名 称

発 注 機 関 名

施 工 場 所

契 約 金 額

工 期 平成○○年○○月○○日 ～ 平成○○年○○月○○日

従事役職及び

従事期間

現場代理人・主任技術者・監理技術者・監理技術者補佐・

監理技術者（専任特例１or２号）・担当技術者

平成○○年○○月○○日 ～ 平成○○年○○月○○日
(休業期間 平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日（○○日間））

工 事 内 容

※同種工事の経験等が証明できる事項を記載すること。なお、記載にあたっては、証明

書類として提出されるＣＯＲＩＮＳ又は最終契約の設計書等（設計書、平面図、配置図、

特記仕様書等）の写しで確認できる事項とする。

※ 配置予定技術者が複数の場合、技術者の評価項目の評価値合計が最低の配置予定技術

者を評価対象とする。

受注形態（選択） 単体 ・ ＪＶ（出資比率 ％）

CORINS 登録の有無（選択） 有（CORINS登録番号） ・ 無

優良工事施工技術者表彰の有無（選択） 有（表彰年、局長・部長表彰、工事名） ・ 無

配
置
予
定
技
術
者
の
申
請
時
に
お
け
る
他
工
事
の

従
事
状
況
他

工 事 名 称

発 注 機 関 名

工 期 令和○○年○○月○○日 ～ 令和○○年○○月○○日

従 事 役 職
現場代理人・主任技術者・監理技術者・監理技術者補佐・

監理技術者（専任特例１or２号）・担当技術者

本工事と重複する

場合の対応措置

（記載例）

本工事に着手する前の○○月○○日に完了検査のため本工事に従事可能

（記載例）

監理技術者（専任特例２号）を配置予定（当該工事と兼務）

CORINS 登録の有無（選択） 有（CORINS登録番号） ・ 無

（次頁も要記載）

編纂順序（例） ③

Ｐ３



監理技術者（専任特例２号）を配置する場合は、以下を記載すること。
監理技術者補佐の氏名 監理技術者補佐 ○○ ○○

法令による資格・免許 １級土木施工管理技士（取得年、合格証明書番号）

監理技術者資格（最新交付年、交付番号及び所属建設業者）

監
理
技
術
者
補
佐
の
申
請
時
に
お
け
る

他
工
事
の
従
事
状
況
等

工 事 名 称

発 注 機 関 名

工 期 令和○○年○○月○○日 ～ 令和○○年○○月○○日

従 事 役 職
現場代理人・主任技術者・監理技術者・監理技術者補佐・

監理技術者（専任特例１or２号）・担当技術者

本工事と重複する

場合の対応措置

（記載例）

本工事に着手する前の○○月○○日に完了検査のため本工事に従事可能

CORINS 登録の有無（選択） 有（CORINS登録番号） ・ 無

・申請内容を証明する資料の省略（省略する資料を最最初初にに添付した工事を記載すること）

同一
申請
資料

公告日 工事名 省略する項目と資料
R5.○○.○○ 一般国道○○号○○市○○○○○○工事 ・技術者の資格・免許の写し

・CPD 単位の証明書の写し
・同種条件の実績（CORINS・

工事成績通知表の写し）
・他工事の従事状況（CORINS

の写し）

Ｐ３－２



（別記様式３－３） （用紙Ａ４）

監理（主任）技術者等の工事成績

共同企業体名：

会社名： ○○○○（株）

配置予定技術者の従事
役 職 ・ 氏 名

（フリガナ）
例）監理技術者 ○○ ○○

対 象 工 事

平成２６年度～令和５年度に、元請けとして完成した、北海道開発局発注工事
のうち、入札説明書４（２）に記載された工事区分に該当する任意の１件と
し、監理技術者・監理技術者（専任特例１or２号）（監理技術者配置の必要のな
い工事は主任技術者、ＪＶの場合は構成員の監理技術者又は主任技術者）又は
現場代理人として従事したものに限る。

工

事

の

経

験

の

概

要

工 事 区 分 例）一般土木

工 事 名 称 ○○○○○○○工事

発 注 機 関 名 北海道開発局 ○○開発建設部

契 約 金 額 ○○○，○○○，○○○円

工 期 平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日

従 事 役 職 例）監理技術者

従 事 期 間
平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日

（休業期間 平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日 ）

工 事 成 績 評 点 ○○点

CORINS 登録の有無
（選択）

有（ＣＯＲＩＮＳ登録番号 0000000000） ・ 無

・申請内容を証明する資料の省略（省略する資料を最初に添付した工事を記載すること）

同一
申請
資料

公告日 工事名 省略する項目と資料
R5.○○.○○ 一般国道○○号○○市○○○○○○工事 ・工事経験（CORINS の写し・工

事成績通知表）

編纂順序（例） ④

Ｐ４



（別記様式６） （用紙Ａ４）

施工上の特定の課題等に関する工夫等

工事名：一般国道○○○号○○町○○川橋下部工事

会社名又は共同企業体名：（株）○○組

■施工上の特定の課

題等に関する工夫等

○○について

具 体 的 な 施 工 計 画

① ○○○○○○○○について

・具体的手法 ：○○○

・導入目的、理由：○○○

・導入の効果、優位性：○○○

② ・・・・・・・・・・

③ ・・・・・・・・・・

④ ・・・・・・・・・・

⑤ ・・・・・・・・・・

編纂順序（例） ⑤

Ｐ５



（別記様式７） （用紙Ａ４）

当該工事での留意事項等

工事名：一般国道○○○号○○町○○川橋補修外一連工事

会社名又は共同企業体名：○○○○建設（株）

■当該工事での留意

事項等

○○について

当該工事での留意事項等

① ○○○○○○○○について

○○○○○○は○○○であることから、○○○するため、○○○○○○○○○○を実施します。

これにより、○○○に対して効果があり、○○○が向上するものである。

② ・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③ ・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

編纂順序（例）⑥-１

Ｐ６



Ｐ７

注１ 本様式はA4版とし1枚に収まるように作成。

注２ 文字サイズ１０ポイント以上とし、モノクロで作成する。

注３ 当該工事での留意事項の提案は３つまでとする。

（別記様式７－１） （用紙A4)

工程表及び当該工事での留意事項

工事名：

工期： 会社名：

■当該工事での留意事項 〇〇の対応について

10 20
２月 ３月

10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20
７月

10 20
備考

８月 12月 １月９月 10月 11月
10 20

項 目

工 程 表

４月 ５月
10 20 10 20

単位 数量
６月

10 20

編纂順序（例）⑥-２



施工能力評価型Ⅰ型①（施工計画重視型） （用紙Ａ４）

工事名：

会社名：

①

②

③

①

②

③

①

②

③

項 目 3

当該工事での留意事項等

■当該工事での留意事項等

項 目 1

項 目 2

工事名、会社名は

必ず記入（ＪＶの場

合は、ＪＶ名を記入）

別記様式７－２

項目１～３ について、以下の内容を具体的に記載するものとする。

①施工上、留意が必要と考える内容（課題）

②その課題への対応方法（施工方法、対策等）

③履行確認方法（発注者が確認可能なものとする。）

項目ごとの①、②については、各１件の記載とし、

２件以上の記載があった場合には最初に記載された内容のみを評価する。

編纂順序（例）⑥-３

Ｐ8



（別記様式１０） （用紙Ａ４）

近隣地域内工事の施工実績

会社名：

近隣地域内

工事の条件

平成２７年度から公告開始日時点までに完成し、引渡しが完了した受注金額が●

０，０００千円以上の近隣地域内（室蘭開発建設部管内）における工事（元請とし

て施工したものに限る。）を記載すること（単体は、単体又は共同企業体の構成員

としての実績を記載し、記載件数は１件とする。共同企業体は、当該共同企業体と

しての実績を記載する場合は、記載件数は１件とするが、単体又は当該共同企業体

以外の共同企業体の構成員としての実績を記載する場合は、構成員毎に１件ずつ記

載すること。なお、共同企業体の構成員としての施工実績は、出資比率が２０％以

上の場合のものに限る。また、当該実績が北海道開発局、大臣官房官庁営繕部及び

地方整備局の発注した工事に係るものである場合にあっては、評定点合計が６５点

未満ものを除く。）。

近隣地域内工事の施工実績は、同種工事であることを問わない。

工

事

名

称

等

工 事 名 称

（CORINS登録番号）

発 注 機 関 名

施 工 場 所

契 約 金 額

工 期 平成○○年○○月○○日 ～ 平成○○年○○月○○日

受 注 形 態

（選択）
単体 ／ ＪＶ （出資比率 ％）

・申請内容を証明する資料の省略（省略する資料を最初に添付した工事を記載すること）

同一
申請
資料

公告日 工事名 省略する項目と資料
R5.○○.○○ 一般国道○○号○○市○○○○○○工事 ・工事経験（CORINS の写し・工

事成績通知表）

注１ 今回申請の工事と同一JVの場合は、構成員毎に作成せずJVとして申請してもよい。

注２ 令和４年１月１日公告以降室蘭開発建設部発注の別工事の入札に参加し、申請した内容が当該様式

記載の内容と同一である場合は、申請内容を証明する資料（CORINSの写し等）の提出を省略すること

ができる。提出資料を省略する場合は、最初に資料を提出した工事の公告日・工事名・省略する項目・

書類等を記載すること。なお、当該様式は省略できないので注意すること。

注３ 取り止めになった工事については省略可能な工事の対象とはならない（欠格とする場合がある）の

で注意すること。（競争参加資格確認資料提出時点で契約締結済となっているものが対象。）

編纂順序（例） ⑦

Ｐ９



（別記様式１１） （用紙Ａ４）

地域貢献活動の実績

会社名：

項 目 具 体 的 な 内 容

①

災

害

協

定

の

締

結

国（北海道開発局長・室蘭開

発建設部長）・地方公共団体（

北海道又は管内市町村）との

災害協定を締結し活動範囲が

室蘭開発建設部管内であるも

の

締結先

（いずれか１つに〇

を記入すること）

【 】有 ： 国（北海道開発局長）

（協定書等の写し及び室蘭開発建設部管内での活動範囲

が確認できる証明資料添付）

【 】有 ： 国（室蘭開発建設部長）

（添付資料不要）

【 】有 ： 地方公共団体

締結先：

（協定書等の写し及び室蘭開発建設部管内での活動範囲

が確認できる証明資料添付）

【 】無

②

災

害

活

動

の

実

態

等

室蘭開発建設部管内における

下記ア、イ、ウのうちいずれ

か１つを選択し記入するこ

と。

ア．災害緊急活動

国、地方公共団体又は公共

施設の管理団体の要請によ

り、これらが所有又は管理し

ている施設又は場所に関する

災害活動（室蘭開発建設部か

らの要請による管外の活動も

対象）

イ．防災活動

国、地方自治体等を含めた

防災訓練の実施や協力、催事

等での防災に関する広報活動

ウ．支援体制

本店、支店及び営業所の社

屋を除き、災害活動時の資機

材の保管が可能な倉庫や土地

の保有又は、災害対応時に利

用可能な資機材を常時保有し

ているもの（災害活動時にリ

ースするものは対象外）

活動の有無 【 】有 （ ア ・ イ ・ ウ ）

【 】無

（有の場合はア・イ・ウのいずれか１つに○を記

入し、その内容を下記に記載）

活動の実態（記載欄）

※記載にあたっては、留意事項及び記載項目を参照すること。

・申請内容を証明する資料の省略（省略する資料を最初に添付した工事を記載すること）

同一
申請
資料

公告日 工事名 省略する項目と資料

R5.○○.○○ 一般国道○○号○○市○○○○○○工事 ・災害協定（協定書の写し）

・災害活動（要請書の写し）

Ｐ１０

編纂順序（例） ⑧



（別紙１の２） 【中小企業等用】

従業員への賃金引上げ計画の表明書

当社は、令和○年度（令和○年○月○日から令和○年○月○日までの当社事業年度）（又は○年）において、
給与総額を対前年度（又は対前年）増加率○％以上とすることを

表明いたします。
従業員と合意したことを表明いたします。

※本表明書をもって初めて従業員に賃上げを表明する場合は上段を、
本表明書以外のところで従業員に賃上げを表明している場合は下段を
選択してください。

令和 年 月 日
株式会社○○○○
（住所を記載）
代表者氏名 ○○ ○○

上記の内容について、我々従業員は、令和○年○月○日に、○○○という方法によって、代表者より表明
を受けました。

令和 年 月 日
株式会社○○○○
従業員代表 氏名 ○○ ○○ 印
給与又は経理担当者 氏名 ○○ ○○ 印

Ｐ１０－２

状況に応じいずれかを選択※

編纂順序（例） ⑨

























監理技術者証等の証明書が添付されていても、数値が読み取れない

場合がありますので、鮮明なものとするか、拡大するよう願います。

数値や文字が読める

様にしてください。


















